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高齢者関連事故の概況

高齢者（６５歳以上）の重大製品事故による
被害状況別件数の推移

（出典：ＮＩＴＥ）（出典：ＮＩＴＥ）

【死亡事故の例】使用者が介護ベッド用サイドレールと介護ベッドのフットボードの間に挟まった状態で発見された。
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 高齢者（６５歳以上）の重大製品事故は、平成２４年度から平成２９年度（２月１日現在）までの
６年間に、合計８４８件発生している。

 平成２４年度から平成２９年度までの重大製品事故による人的被害は、世代が高齢になるほど「死亡」の
割合が増大し、高齢者ほど被害が深刻となっている。

年代別の人的被害状況
（平成２４～２９年２月１日現在の重大製品事故）
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高齢者行動データのライブラリ化

 高齢者の日常生活の中にカメラ等を設置し、収集した高齢者の動作情報から高齢者向けの製品開発に活
用するための基盤データ（動画データ）を収集。

 平成28年度は福祉施設を中心に22名の高齢者行動データを、平成29年度は主にデイケアを活用している17
名の高齢者行動データをそれぞれ取得。

 これらのデータを集約し、平成30年３月20日には「高齢者行動データライブラリ」を公開予定。

行動ライブラリ検索例

検索絞り込み結果例

条件設定で合致した動画がサムネイルで抽出

「介護度：介護２」、「場所：廊下」を選択した例

「介護度：介護４」、「場所：居室」を選択した例

実行例

所望サムネイル
をクリック

検索絞り込み条件例

・年齢

・介護度

・場所

支援１ 支援２
介護１ 介護２
・・・ 介護４

複数項目から条件絞り込み

・動作

廊下 居室
椅子 ベッド
・・・

立ち上がろうとした
座ろうとした
・・・

～

・・・

※撮影者からは事前に許可済み。撮影した動作情報の顔消しを施した上で、ライブラリを作成。
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高齢者行動DB

＜高齢者行動DBの活用イメージ＞
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 ユーザー中心の設計開発思想を事業者に普及させることは、設計開発段階から製品安全を確保する
Safety by Designを浸透させていくことに繋がる。

 また、直近の拡大する高齢者市場に対応した『高齢者にとって使いやすい製品』は誤使用の防止等含め製
品事故の防止に資する。

 将来必ず生じる『高齢者が安全に就労するための自立支援製品・サービス』等の市場においても、前もって
ユーザー中心の設計開発を促すことで、製品安全を担保していく。
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高齢者行動データの製品開発への活用例

 平成29年度には平成28年度に取得した動画データを契機とした実証事業も行い、高齢者の行動データが製品
開発の苗床となることを確認。

＜行動ライブラリの活用事例＞


